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１．組織の概要 

  ・事業所名及び代表者氏名 

      株式会社 サンコー 

      代表取締役 石川 勝巳 

 

  ・所在地 

      〒278-0015 

      千葉県野田市西三ヶ尾７７－７   野田工業団地内 

               

  ・環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

      環境管理責任者  石川 勝巳 

      担当者        安藤 裕人 ； 福嶋 純子 

      電話番号      04-7122-4111 

      FAX番号        04-7124-9327 

      Email            sanko422@eos.ocn.ne.jp 

 

  ・事業活動の内容 

      精密機械部品及び装置の受注生産 

 

  ・事業規模 

活動の規模 単位 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 

主要製品生産量 t １．０２  ３．１４  １．０５     

売  上  額 百万円 ６５  ８０  ６９ 

従  業  員 人 ７  ８        ７ 

床  面  積 ㎡ ４６８  ４６８  ４６８ 

     ※年度とは、当該年 3月 1日～翌年 2月末日とする。 

 

 

２．対象範囲 

・認証･登録番号        0002270  

・認証・登録年月日      2008年 3月 11日 

・認証・登録事業者名    株式会社サンコー  

・対象事業所名       事務所・工場 

・所在地           千葉県野田市西三ヶ尾 77-7（野田工業団地内） 

・事業活動内容      精密機械部品及び装置の受注生産  
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３. 実施体制の構築 

環境経営システムを構築、運用、維持し、環境への取組を実施するため  

効果的な実施体制を構築する。（下図の通り）    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各自の役割、責任及び権限を以下の通り定め、全員に周知する。 

 役割、責任及び権限表 

 

 

社  長 

・EA21全体の統括責任 
 ・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員に周知 
 ・資源の準備（人、設備、費用、時間、技能、情報等） 
 ・環境管理責任者の任命 
 ・環境経営目標・環境経営計画書の承認 
 ・環境経営システムの見直しと改善指示 
 ・環境経営レポートの承認 
 ・実施体制を構築し、各自の役割、責任、権限を定め、全従業員 
  に周知する。 
 ・その他 

 

環境管理責任者 

（社長兼務） 

・EA21の構築、運用、維持（評価・見直し・改善） 
 ・教育訓練の計画・実施及び記録の保持 
 ・法規制等の特定、登録及び遵守評価の見直し 
 ・環境経営マニュアルの作成及び見直し 
・経営に於ける課題とチャンスを整理し、明確にする。 

 ・その他 

 

 

推進事務局  

 ・環境管理責任者の補助 
 ・環境負荷の自己チェック表の作成 
・環境への取組の自己チェック表の作成 

・環境経営目標、環境経営計画の作成及び評価 
 ・文書類作成/更新、記録の管理・統計 
 ・環境経営レポートの作成と公表 
 ・内部コミュニケーションの円滑化  
 ・その他 

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を理解 
 ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

㈱サンコー ＥＡ２１ 組織図 

 

社 長 

環境管理責任者（社長兼務） 

 

推進事務局 
安藤裕人；福島純子 

全 従 業 員 
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4．環境経営方針 

 

《 環境経営理念 》 

 ㈱サンコーは、お客様が要求する精密機械部品及び装置を、小ロット多品種にわ

たり製作する機械加工メーカーです。 より高度な技術が要求される今日、これま

で長年培ってきた技術と経験を活かし、更に新しい技術開発を進め、製品品質の

たゆまぬ向上と環境マネジメントシステムの継続的改善に努めてまいります。 

 

《 環境経営方針 》 

 ㈱サンコーは、事業活動と環境問題との関係を自覚し、企業の社会的責任を果

たすため、「限りある資源を大切に」を基本理念に掲げ、エコアクション 21 に基づく

環境経営システムを構築し、関連する法の遵守はもとより、全員で環境保全活動

の推進に努めてまいります。 

 

 

 

 ㈱サンコーが取組む重点項目は、以下の通りです。 

  １．グリーン購入の推進 

  ２．節電の推進 

  ３．節水、水の効率的利用 

  ４．二酸化炭素の排出抑制 

  ５．廃棄物の発生抑制 

６．材料購入の環境配慮 

  

 

 

制定日：2007 年 4 月 1 日 

改定日：2022 年 5 月 2 日 

                   株式会社 サンコー 

              代表取締役  
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5．環境経営目標（含中期環境経営目標）及び実績 

 １）当社の来期における中期・短期の環境目標は以下の通りです。 

 

項 目 

（方針） 

 

環境経営目標 

 

中期３カ年環境経営目標 

基準年 

２０１９年 

実績 

 

２０２１年 

 

２０２２年 

 

２０２３年 

1．グリーン

購入の推

進 

グリーン製品リスト

『たのめーる』 

記載製品の購入 

１００％ 
１００％ １００％  １００％ １００％ 

2．節電の

推進 

使用電力削減 

0.3％削減 

 

41,032kWh 

 

【99.9%】 

40,991kWh 

【99.8%】 

40,950kWh 

【99.7%】 

40,909kWh 

3．節水・水

の効率的

利用 

水使用量の削減 

0.9％削減 

 

138.5㎥ 

 

【99.7%】 

138.1㎥ 

【99.4%】 

137.7㎥ 

【99.1%】 

137.3㎥ 

 

4．二酸化

炭素の排

出抑制 

 

ガソリン購入量 

0.3％削減 
ＬＰガス使用量 

0.3％削減 

 

2000.5ℓ 

 

51.3Kg 

【99.9%】 

1998.5ℓ 

 

51.25Kg 

【99.8%】 

1996.5ℓ 

 

51.2Kg 

【99.7%】 

1994.5ℓ 

 

51.1Kg 

二酸化炭素の排

出量 

23468.2 

Kg-CO2 

22870.7 

Kg-CO2 

22847.8 

Kg-CO2 

22824.8 

Kg-CO2 

 

5．廃棄物

の排出抑

制 

廃棄物の削減 

6％削減 

 

329Kg 

 

【98%】 

322.4Kg 

【96%】 

315.8Kg 

【94%】 

309.2Kg 

一般ゴミの削減 

0.9％削減 

 

98.3kg. 

 

【99.7%】 

98Kg 

【99.4%】  

 97.7kg. 

 

【99.1%】 

 97.4Kg 

６．材料購

入の環境

配慮 

RoHS指令適応

材料（C3604）の 

購入 

 

カドミウム 

100ｐｐｍ以下 

【100%】 

カドミウム 

100ｐｐｍ以下 

【100%】 

カドミウム 

100ｐｐｍ以下 

【100%】 

カドミウム 

100ｐｐｍ以下 

       ＊ 中期目標とは 2021年 3月～2024年 2月までをいう 

（係数：0.441 で計算） 
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 ２）2022年度環境経営目標に対する実績は以下の通りです 

2022 年度環境経営目標 2022 年度目標値 2022 年度実績 実績／目標  

 
グリーン製品リスト 

『たのめーる』 

記載製品の購入 

100％ 

 

グリーン購入品は 

100％を目指す 

 

・消耗時に『たのめーる』

にて適合品を購入して

いる 

 

 

100% 

【電力使用量の削減】 

2019 年度実績比 0.2％使用

量削減を目標とする 

 

40950 kWh 

 

44621 kWh 

 

108.9 % 

【水使用量の削減】 

2019 年度比 0.6％水使用量 

削減を目標とする 

 

      137.7 ㎥ 

 

     139.0 ㎥ 

 

100.9% 

 

【二酸化炭素の排出抑制】 

（電気も含む） 
＜自動車の排ガス低減＞ 

2019 年度実績比 0.2％使用

量削減を目標とする 
＜エアコンの排ガス低減＞ 

2019 年度実績比 0.2％使用

量 

削減を目標とする 
＜二酸化炭素の排出量＞ 

計算式に基ずく削減率を 

目標値とする。 

 

 

 

＜自動車の排ガス低減＞ 

1996.5 ℓ 

 
＜エアコンの排ガス低減＞ 

（２階組立場ＬＰガス） 

51.2kg 

 

 

22847.8 

（kg-CO2） 

 
 

＜自動車の排ガス低減     

1695.29 ℓ 

 
＜エアコンの排ガス低減

（２階組立場ＬＰガス） 

46.4kg 

 

 

23750.1 

（kg-CO2） 

 

 

 

84.9% 

 

 

 

90.6% 

 

103.9% 

【廃棄物の削減】 

 

＜産業廃棄物（廃ﾌﾟﾗなど）＞ 

2019 年度比（551.6kg）4％削

減を目標とする 

＜一般ゴミ＞ 

2019 年度比（106.4kg）0.6％

削減を目標とする 

 

 

・産廃量発生量 

315.8kg 

 

 

 

・ 一般ゴミ 

97.7kg 

 

 

 

・産廃量発生量 

274.8kｇ 

 

 

一般ゴミ 

88.6kg 

 

 

 

 

87.0% 

 

 

 

90.7% 

 

      

【材料購入の環境配慮】 

 RoHS 指 令 適 応 材 料

（C3604）の購入 

 

 

カドミウム 

100ｐｐｍ以下 

C3604全購入品 

カドミウム 

100ｐｐｍ以下 

 

 

100% 
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３）環境負荷の実績 

 

2021 年度（3 月～2 月）及び 2022 年度（3 月～2 月）の環境負荷実績は以下の通りで

す 

環境への負荷 単位 2022 年 2021 年 増減比 

 

 

 

 

３. エネルギー 

使用量 

 

 

電力 1 

（東京電力エナジーパートナー） 

kWh 

 

44,621.00 

  

42,547.00 

  

   104.8% 

ガソリン 

（                  ） 

Ｌ  1695.29 

  

 2101.22 

  

80.6% 

液化石油ガス （ＬＰＧ） 

（                  ） 

ｋｇ  46.37  48.9 94.8% 

 

（                  ） 

    

 

（                  ） 

    

４.一般廃棄物 

総排出量 

 可燃ゴミ （焼却） kg 61.1 67.3 90.7% 

 不燃ゴミ （再資源化） kg 27.5 28.7 95.8% 

５.産業廃棄物 

総排出量 

 

廃プラスチック （中間処理） 
kg 

 

274.8 

334.2 82.2% 

廃油 （中間処理） ㎏ 3060 3240 94.4% 

     

６. 水使用量   

 

 

上水 m3 139.0 153.5 90.5% 

工業用水 m3 0 0  

地下水 m3 0 0  

温室効果ガス排出量 

 （補足資料） 

  

二酸化炭素 kg-CO2 23,750.04  23,784.76  99.8% 

     

     

＊：電力に関わる排出係数は、平成 30 年度の電気事業者別二酸化炭素排出係数の調整後排出係

数 

（0.455kg・CO2／kWh）を用いた。  ＜2018 年度版より適用＞ 

※化学物質を目標に記載していない理由 

弊社は金属（一部樹脂）材料の切削加工を専業とするため、化学物質の使用及び 

保管はしておりません。 

６．主要な環境経営計画の内容 

 当社の主要な環境活動計画の内容は以下の通りです。  

 

環境経営方針 2022 年度環境経営目標 主要な環境経営計画内容 判定 
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1．グリーン 

購入の推進 

グリーン製品リスト『たのめーる』 

記載製品の購入１００％ 

・事務用品等の新規購入分の 

グリーン購入 100％実施を目指す 

 

 ○ 

2．節電の推進 【電力使用量の削減】 

・2019 年度実績 (41,032kwh) 

0.2%削減を目標とする 

・照明不要時の消灯  ○ 

・空調温度管理の徹底  ○ 

・不在時の電気器具休止  ○ 

3．節水・水の 

効率的利用 

 

 

【水使用量の削減】 

・2019 年度実績比(138.5 ㎥) 

0.6％削減を目標とする 

 

・節水ステッカーの掲示  ○ 

・水道元栓の調整  ○ 

・多量使用時の記録  ○ 

・漏水の防止  ○ 

4．二酸化炭素

の排出抑制 

（電気も含む） 

【自動車の排ガス低減】 

・2019 年度実績 (2000.5ℓ) 

0.2%削減を目標とする 

【エアコンの排ガス低減】 

・2019 年度実績 (51.3kg) 

0.2%削減を目標とする 

・使用燃料の削減  ○ 

・アイドリングストップの掲示  ○ 

・エコドライブの推進  ○ 

・車内ステッカーの掲示  〇 

・ＬＰガス使用量の低減  〇  

  

5．廃棄物の 

排出抑制 

【廃棄物の削減】 

・2019 年度実績比(329.0kg) 

4％削減を目標とする 

 

・ゴミ分別の徹底（分別基準の表示）   

・ＯＡ用紙の両面使用  ○ 

・包装紙の再利用  ○ 

・給食弁当の割り箸廃止  ○ 

6．材料購入の 

  環境配慮 

【ＲｏＨＳ法適応材料の購入】 

・対象となる材料の 100％ 

達成を目指す 

 

・対象となる材料（Ｃ３６０４）の購入に 

おいてカドミレス 100％を目指す 

 

 ○ 

 

 

 

７．環境経営活動の取組み結果の評価 

以下は 2022年の実績と中期環境目標の数値を比較して評価したものである。 

 

【エコマーク商品の購入】 

グリーン製品購入について、社会の省資源推進の流れにより、製品購入の際 

には多少コストが高く付くが企業の責任として継続出来る体質を担っていかねば 

ならない。我社は “EA21 活動” 当初より積極的に取り入れてきたため、ほぼ

100％達成できているが、今後もこの活動を継続していって欲しい。 

 

 

【電力使用量の削減】 

○ 
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電力使用量の削減については中期環境目標値の 8.9％増加となっている。 

 売り上げに対してある程度の相関関係があると判断していたが、数値は逆に 

なっている。価格見直しを強く要求されていたので、多少はその影響もあると 

思うが他の要因も考えられる。一番気掛かりなのは、空調設備の老朽化である。 

（2009年 9月設置） ただ、これも直接的な電力増加の要因とは思えない。 

仕事内容（使用機械）の変化と、節電意識がやや低迷してきていると思われる。 

各々工夫をして、より一層節電意識を高めていってもらいたい。 

 

 

【水使用量の削減】 

中期環境目標値と比較すると約 1％程度増加した。弊社の場合、現場において

はワイヤカット及びＮＣマシンの水溶性切削液に使用するがこれは一定の使用量

の為、許容範囲である。通常生活での使用が殆どのため、多少の増減は問題ない

と考える。 

  

【自動車の排ガス低減】 

 ガソリン消費量については中期目標値比約 15％程度減少している。昨年度は 

営業社員を雇用したため積極的な営業活動を行っていたが、今年は営業社員が

退職したため営業活動が控えめになったことやコロナ渦による行動規制なども原

因かと思われる。しばらくはこのような数値で推移していくと思われる。 

 

 

 

【エアコンの排ガス低減】  LPガス使用＜２階エアコン＞ 

ＬＰガスについては中期目標値比 4.6％削減できた。ＬＰガスは昼食時の炊事及び

給湯器の使用が主であり業務で使用する事は殆ど無いため、この削減数値は努力し

た結果として賞賛出来る。 

  

 【産廃物の削減】 

一般ゴミは中期目標値と比較して 9％削減出来ている。生活ゴミの排出量は生

活スタイルによっても変動するため一概に比較できないが、ここ数年は一定の数値

に落着いており活動の成果が表れている。産廃に於いては中期目標値比約 13％

削減できた。産廃置場も常に整理整頓されており、全員の 5Ｓ意識がもたらした結

果として感謝したい。これまでは目標値に対し過達 or 未達が殆どだったため、改善

されたことは評価できる。業者には常時引取りを依頼しないため（2 年に 1 回程度）

数値的には誤差が生じるが了承してもらいたい。 
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【温室効果ガス排出量の低減】 

温室効果ガス排出量は中期目標値と比較して 4％増加している。弊社の場合、

この数値は電力使用量と相関しているため、その影響が大きいと判断する。 

電気の項目でも提起しているが、使用量全体像を再検証するべきである。 

 

 

【材料購入の環境配慮】 

   弊社は 18 年以上前から、環境に配慮した材料を積極的に取り入れてきた。近

年はミルシートの提出も要求されており、この取組が無駄でなかった事をとても嬉し

く思う。引き続き社会に貢献できるよう、自然体で進めてもらいたい。 

 

 

８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画について 

 

次年度の環境経営目標は『5.環境経営目標（含中期環境経営目標）』の 2023年 

の目標の通りです。≪5 頁 5.環境経営目標 1）※を参照≫ 次年度の環境経営

計画は『6.主要な環境経営計画の内容』を継続します。 

 

中期 3 ヶ年環境経営目標の最終年度となり、業績としてはやや持ち直している。

ただし 21 年度と比較して 1 割以上の落込みであり、この状態から何としても脱却

することを望む。23 年度には最新のマシンが入ってくるので最大限有効に活用し

て結果を残し、数値的には前年度並みを確保してもらいたい。その他の環境目標

については、あえて新しい目標を立てず、全ての無駄を省いて業績改善に邁進し

てもらいたい。それによって新しい設備の入れ替えを視野に置き、温室効果ガス

の改善を進めていきたい。 

 

 

９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、

訴訟等の有無 

 

年度初めに当社に適用される環境関連法規等に関する遵守状況の見直しを 

行い、特に問題の無いことを確認した。 

 

・環境関連法規への違反はありませんでした。 
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・関係当局からの違反等の指摘も、操業以来ありませんでした。 

・訴訟なども過去１件もありませんでした。 

  ・適用される主な環境関連法規等は以下の通り。 

野田市環境基本条例、野田市環境保全条例、野田市環境保全条例施行 

規則、野田市廃棄物の処理及び再利用に関する条例、自動車リサイクル法、 

家電リサイクル法、グリーン購入法、消防法、地球温暖化対策の促進に 

関する法律、道路交通法、RoHS指令、フロン排出抑制法。 

  ・廃棄物処理法を遵守し、マニフェスト等の管理も適切に行ってます。 

  

１０．代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

新型コロナの蔓延やロシアの軍事侵攻により、世界中の景気に沈滞感を与え、

予想以上に低下してしまっている。そんな状況下でも、臆することなく挑戦しようと

最新設備の導入を決意した。EA21 取得後 14 年となるが、この最大のピンチを乗り

切ることに全力を注ぎたい。来期 23 年度はこの新設備導入時の諸経費対策が重く

のしかかってくる。また、既存設備の入替え等で通常業務に大きく支障をきたす事

が避けられない。先を見越した経営戦略が功を奏することを切に願っている。 

EA21 の活動は、今では通常の業務に取入れられていると思うのでミス加工の撲滅

と材料の無駄遣いを徹底してもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

 


